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「航路は、この最も太平洋側の"No,5"を選択してください。後はクヴァトラートナヤ ガラ
ヴァーが自動でやってくれます」
「了解した」
「作戦の成功をお祈りしております！」
地平線にやっと顔を覗かせた陽の光が、ゲートを出たドルニエを真横から照らした。
整列された9機の"Декабрист__デカブリスト"のそれぞれの機体上では、逆光で
照らし出された整備員達が共振実験装置"ソフィヤ・M"の装填作業を行なっている。
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こういった広い場所に出てみると、彼は改めて、こんな場所にこういった広い場所に出てみると、彼は改めて、こんな場所に
も酸化電磁片が侵出してきたのかと実感できた。それが反射も酸化電磁片が侵出してきたのかと実感できた。それが反射
する光がどこか儚いと言う操縦員達が沢山いるが、彼にはとてする光がどこか儚いと言う操縦員達が沢山いるが、彼にはとて
もそうは思えなかった。もそうは思えなかった。
「隊長！」「隊長！」
巨大な体躯を背にしてひときわ小さく見える人影の集団から、巨大な体躯を背にしてひときわ小さく見える人影の集団から、
彼を呼ぶ声が聞こえた。この感覚は実に久し振りだった。子彼を呼ぶ声が聞こえた。この感覚は実に久し振りだった。子
供の頃、戦火に巻き込まれてその右目を失った彼には、戦争は供の頃、戦火に巻き込まれてその右目を失った彼には、戦争は
トラウマに近い存在であるはずなのに、こうして懐かしささえトラウマに近い存在であるはずなのに、こうして懐かしささえ
感じる。一瞬、そんな自分を蔑んだりした。感じる。一瞬、そんな自分を蔑んだりした。
「隊長、復帰、おめでとうございます！　やはり隊長は戦闘服の「隊長、復帰、おめでとうございます！　やはり隊長は戦闘服の
方が似合いますね！」方が似合いますね！」
「はは、ミネシマ、初の"国家大栄誉操縦員"を授与された時の公「はは、ミネシマ、初の"国家大栄誉操縦員"を授与された時の公
式画像ではなく、この格好で歩く姿の方が出回ったから、だ式画像ではなく、この格好で歩く姿の方が出回ったから、だ
ろ?」ろ?」
ミネシマとスズキが、彼の元で戦闘に従事していた時を懐かしミネシマとスズキが、彼の元で戦闘に従事していた時を懐かし
むように話している。そんな彼等を見て、ドルニエも自然と笑むように話している。そんな彼等を見て、ドルニエも自然と笑
みがこぼれた。みがこぼれた。
「ミネシマ、スズキ、また、よろしく頼むな！」「ミネシマ、スズキ、また、よろしく頼むな！」
「はっ、隊長！」「はっ、隊長！」
そう彼が何気なく声を掛けると、二人は条件反射で背筋が伸びそう彼が何気なく声を掛けると、二人は条件反射で背筋が伸び
た。ふと、彼が自身の搭乗する機体の上部に目をやると、装填た。ふと、彼が自身の搭乗する機体の上部に目をやると、装填
に手間取っていた作業員達がようやく下へ降りようとしていに手間取っていた作業員達がようやく下へ降りようとしてい
た。また、こうしてそばに寄ってみると、その機体の大きさにた。また、こうしてそばに寄ってみると、その機体の大きさに
圧倒された。と同時に、長いブランクからくる不安も和らぐ気圧倒された。と同時に、長いブランクからくる不安も和らぐ気
がした。"碧"の頃、前線に滞在した期間は決して長い方ではながした。"碧"の頃、前線に滞在した期間は決して長い方ではな
かったが、456体に及ぶ飛来攻撃物体の撃墜を記録してみせたかったが、456体に及ぶ飛来攻撃物体の撃墜を記録してみせた
事が、今の彼の憂欝な気分を少しでも払拭してくれればな、と事が、今の彼の憂欝な気分を少しでも払拭してくれればな、と
願った。願った。

しかし、その憂鬱の起因は別のところにあるような気もした。しかし、その憂鬱の起因は別のところにあるような気もした。
彼は、ミネシマ、スズキと同じく、かつて共に戦ったサーシャの彼は、ミネシマ、スズキと同じく、かつて共に戦ったサーシャの
事を思い出していた。彼女が自分の部隊に配属された当初、純事を思い出していた。彼女が自分の部隊に配属された当初、純
粋な人間である彼にはやはり少しわだかまりがあった。子供粋な人間である彼にはやはり少しわだかまりがあった。子供
の頃に脳裏に焼きついた"アンゲル"という存在に、である。前の頃に脳裏に焼きついた"アンゲル"という存在に、である。前
大戦期の、あの凄惨で膠着した禍難に"強引に"終止符を打てる大戦期の、あの凄惨で膠着した禍難に"強引に"終止符を打てる
程の存在である彼等の凄まじさは、まだ11歳の彼にもよく理程の存在である彼等の凄まじさは、まだ11歳の彼にもよく理
解できたのだ。あの光景は一生忘れることはできないだろう、解できたのだ。あの光景は一生忘れることはできないだろう、
と子供ながらに直感した。と子供ながらに直感した。
しかし、戦闘時に凄まじい能力を発揮する以外は普通の人間としかし、戦闘時に凄まじい能力を発揮する以外は普通の人間と
何ら変わらない彼女には、アンゲルとしては人懐こい方でも何ら変わらない彼女には、アンゲルとしては人懐こい方でも
あった性格も手伝い、次第に愛着も湧いていった。周囲の操縦あった性格も手伝い、次第に愛着も湧いていった。周囲の操縦
員達が悪気無く口に出す"アローン"という蔑称に無意識に孤員達が悪気無く口に出す"アローン"という蔑称に無意識に孤
独感を背負う彼女の相談相手もしたことがあった。彼が退役独感を背負う彼女の相談相手もしたことがあった。彼が退役
する間際、以前はГ第63域と呼ばれたこの地の機能停止に伴いする間際、以前はГ第63域と呼ばれたこの地の機能停止に伴い
部隊も解体され、移動を命じられた彼女は東へと移っていった。部隊も解体され、移動を命じられた彼女は東へと移っていった。
そんな彼女が、この作戦の目的地である「ЦЦ第3頚枢域均衡分そんな彼女が、この作戦の目的地である「ЦЦ第3頚枢域均衡分
岐点最終防衛線区」で今でも操縦員として従事しているらしい岐点最終防衛線区」で今でも操縦員として従事しているらしい
との情報が、一昨日、彼に報告された。との情報が、一昨日、彼に報告された。
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隣のデカブリストでは、Бесник Тувайцの点検を終えて、整備員たちが機体を離れ
て行く。
「隊長、ソフィヤ・Mの起動方法は、昨夜の説明通りです。緊急脱出の際のレバーがそれですね」
傍らの整備員の説明を聞きながら、彼はデカブリストの狭い操縦棺に身を沈めていった。
「しかし……相変わらず操縦員の事を無視した設計のコクピットだな、これは……。設計者ど
もに強く言っておいてくれ、 もっとマシな設計の機体を考えろ、とな!」
「隊長、その"もっとマシな"機体に搭乗する為に、是非、作戦を成功させて帰還してください！」
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椅子に深く座ると、懐かしい赤い直方体をしたヘルメットを装着する。ナビゲーション起
動方法も体がすっかり憶えていた。操縦棺ハッチが閉まる音が聞こえると、クヴァトラー
トナヤ ガラヴァーのナビゲーション・ヴォイスが認証確認の声を発する。
「DNA認証により、ドルニエ ヤー ホドロフスキーのオリジナルである事を確認完了しま
した。目的地の最終確認をお願いします」
そう言い終わると、目の前の青く発光するモニターに、"ЦЦ第3頚枢域均衡分岐点"の文字
が羅列された。
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Бесник Тувайц
A級Бесник Тувайцを抱えた9体のデカブリストは

明朝にЯ第93域を発ち
「ЦЦ第3頚枢域均衡分岐点最終防衛線区」に向け進撃を続けていた

ACID BUFFERZONE
Episode 2
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Декабрист

巨大な体躯にはまるで相応しくない窮屈な操縦棺内で、ドルニ
エはまた、サーシャと共に任務に就いていた日々を思い出して
いた。
「ミネシマ、スズキ、応答を乞う」
「はい。隊長！」
二人が同時に応える。
「サーシャ、憶えているだろ？」
「勿論！　ヤツの桁違いな撃墜スコアには結局勝つ事は出来ま
せんでしたけどね！」
「ハハッ！　あいつはバケモノだからな。アンゲルの中でもズ
バ抜けていた方だろ？」
「それで何度危ないところを救って貰ったものか。ちゃんと感
謝しろよ、スズキ！」
「ミネシマ、お前もだろっ！」

「隊長、ヤツがどうかしたのですか？」
ミネシマが怪訝そうに訊き返す。
『第3頚枢域の防衛線で、あいつが任務に就いているらしいん
だ……」
「サーシャがですか？　アイツの最終異動域は確か……」
「あいつ、アングルだからな。可能性としては高いだろう」
「そ……そうですね……。しかし、その情報は確かなものなの
ですか？　2年前のあの混乱で、追跡も困難かと……」
「隊長、それは私も聞いた事があります」
スズキが冷静な声で二人のやりとりに入ってくる。
「恐らく、それは確かだと思います。隊長が退役されていた間
に、多くのアングル高等操縦員が第3頚枢域に異動になったは
ずです」
「それに、サーシャは以前、"片割れ"を失っていますから」
「そういうことか……」
ふと線と線が繋がった事に、落胆にも似たつぶやきを見せるド
ルニエ。
「ミネシマ、スズキ。もうじき、この紅い塵海を抜ける。ほどな
くして防衛砲台が設置されたエリアに接触するだろう。そこ
で切り離した後、お前等は帰投しろ」
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Декабристwith Бесник Тувайц
High speed БТ transporter
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「お前等の"ダミー"は予備でこの部隊に装備された物だ。ベス
ニークトゥヴァイツェは5体もあれば充分だからな。最終防衛
線区まで無理に同行する事もないだろう……」
「隊長！　今回の作戦にはそれは承知の上で参加しているので
すよ！」
スズキが声を上げる。
「スズキ、隊長の言うことを察してやれよ。隊長があの時、どれ
だけサーシャを可愛がっていたか知ってるだろ？　ただでさ
え当時はあんなにも全域で嫌われていたアングルだと言うの
に。まるで娘の様な寵愛っぷりだったの、憶えているだろ？」

「抜けるぞ！」「抜けるぞ！」
ドルニエが叫ぶと、大地は序々に、その表面から赤味を失ってドルニエが叫ぶと、大地は序々に、その表面から赤味を失って
いく。刹那、防衛線とは名ばかりの、旧時代に設置された拙いいく。刹那、防衛線とは名ばかりの、旧時代に設置された拙い
砲台群が息を吹き返したかの様に集中砲火を浴びせ始めた。砲台群が息を吹き返したかの様に集中砲火を浴びせ始めた。
「1号機、4号機、ダミー弾射出！」「1号機、4号機、ダミー弾射出！」
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ミネシマとスズキの操るデカプリストが、抱えていた巨大なロミネシマとスズキの操るデカプリストが、抱えていた巨大なロ
ケットを切り離す。2体のダミー弾が引き起こした爆発は全てのケットを切り離す。2体のダミー弾が引き起こした爆発は全ての
砲台群を丸呑みし、残りの7台がその中を無心に突き進んで行く。砲台群を丸呑みし、残りの7台がその中を無心に突き進んで行く。
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